
正 昭和 20年 1月13日の三河地震について

昭和初年1月 13日の三河地震について
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1. 緒 哩E
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昭和19年 12月9日の東南海地震に多大の被害を受けた愛知牒下に 1月徐陀して再び賓飯郡，幡

豆郡を中心として昭和20年 1月13日3時39分頃に烈震が護生し一瞬にして 2寓軒の家を破壊し も

2千の人命を奪った。

ノ 町此地震に於て最も顕著な事は 10数kmvr:亙る明瞭な逆断唐が生じた事である。

現地踏査の詳細は事情により別の機舎に護表される庚野正本間雨技官の報告による事とし，此慮

では主な事項の概略を述べる事とする。

2・一 前 ι 震

1月11日頃から賓飯郡形原町，西浦町を中心として多数の地震が護生した。大多数は小地震で

あったが，其内の U 日10時43分 13時 36分 14時δ7分陀護生した 3回は小直域地震であっ

た。気象塞の地震観測網によって観測された前震は 11日に有感地震5回無感地震5回 12日に無

感地震 2回の都合 12回であった。

形原町では 11日から多数の著しい地鳴を伴った地震があったが，地震と思ょう者はなく町役場，

警察署では大砲の音だと思っていたらしい。此等の地震は町の西北に営る三根山(さんがねさん〉

方面に登光現象を伴ったので岡山が噴火するのではないかと云う者忘あったが， 12日には地震が極、句

めて少なくなったので皆安心してふたとの事てある。

西浦町では7日2時頃から地震が始まったようであるo11日の夜渥美濁内の漁に出た者が彼方此

方で育〈光ったり，身腫がしびれたりするので漁を中止して跨って来たとの事である。之は地震に

‘伴った護光及び海震を感じたのーでわないかと考えられ興味ある事である。

前震は以上の2ヶ所で著しく少し離れると急:に減っていたようであるO 即ち幸田村では 11日に

3回一寸した地震があり他に小さい地震が幾つかあったが気にならぬ程度であったらしい。盤津村

もは日日に音を伴うた地震が多数あったが大砲ρ音とのみ思っていた。豊坂村逆111では 11日から

始まった前震は皆小さなものであって気の付かない人もあった。西幡豆町では 11日院は海の方か

ら菅がしたが気にしなかったようであるO

3. 断層

2本の明瞭な断唐が認められたのであって夫々形原断麿"横須賀断唐と名付ける事とする。

*中央気象蓋
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形原断唐は形原町の音初川の111日右岸から1.5km程北進して前野に至って突然西に折れて 500

m程西南西に延びている。其慮で一寸中絶して鳥田から再び北北西に進み幸田村の深海(ふとうすっ

迄 2.7δkm延びて，其庭から再び西へ折れて逆川の北方を 3.5km程進んで消滅しているO
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第 1 闘

B 
形原町では断屠の西側が 2m程隆起Lて

画 所謂モ{ル・トラック欣を呈していた。其

C 
J支

の扶況を第 1--4固に示してある。第2.-....-4

国は第 1園に売ける AB，CD，EF線に沿

うた断面園であって鎖線で示したような原

地形がモ~}レ・トラック欣に隆起した事を
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示している。固で見られる様にモール・トラ‘ツク献に隆起した稿は δ.60mであるO 形原均三ら深溝

迄の断唐も同様に西側が 2m程隆起していた。深溝から西方は南側が隆起していたが，此部では断
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昭和!20年 1月 13日の三河地震についで

唐は主として崖の縁を通過している魚に断唐面が明瞭であった。幸田村浅井戸、に於ては竣成岩が約

70度の伏角で斜にたり上って明に逆断唐をなして，いるのが認められた。桐山の貯水池の南の山地に

於て断唐段賛成岩を切っていiたが，其鹿では伏角日度の立波な逆断居になり南側が東ぺ約 δOCn1

水平に移動していた。此庭での逆麟唐面は主なものの他に2つ程小さいものを伴っていた。山地で

は一般に断唐の落差が小さく山間の畑を横切る所で1は 1~2mの落差があった0-

形原断唐の水子移動は所により 30--70cm

程度であって第5園に矢印で示したように深

溝及び前野に於て断唐が方向を韓守、る箇所に

向って西と南カ主ら街き上げた様な形となって

いる0-形原町に於ける断唐の水平移動は第 1

国に矢印で示しである0-矢印に付した数字は d

移動量である。

横須賀断唐は宮迫(みやはざま〉に始まつ

て西へ 2.5km程進んで津子広至り北徴西へ

戸方向を韓じて矢作川迄 7km程延びて治滅し

ているO 断唐の西側或は南側が隆起して夫々

南へ或は東への水平移動を伴ヲていた。宮迫

.から津子に至る間では上下移動は 40--δOcm

第 5 闘

程度，水平移動は南側が東え 40"-60cm程度であった。此部に沿ける水平移動は極めて明瞭であっ

て水平移動'に伴って断唐に斜交する多数の張力による地面の亀裂が見られた。

宮迫から南方へ逼やる道路の東側の竣成岩の崖を断唐が切っている箇所で明に逆断唐である事が

見られた。との主主断屠面の伏角は約 δ0度であ'った。津子から北の部分は上;下移動~ 1. 2mに達す，

る所があ動k平移動は西側が南え 20cm程度であった。

津平と駿馬(まだらめ〉との間の田氏与は断唐は認められなかったが，駿馬の丘陵地でほ断唐が別

に見られたo其蕗では 60cm程モール・トラック欣に盛上り 20cm程水平に守、れていた。横須賀

村の貯水池を断j膏が通過する所では堤には異常は認められなかったが堤の下の水田'は傾斜して六き

な池となっていた。其慮から善明に下る途中'は田が傾斜して断麿の東側に湛水していたら善明から

岡島に至る問も断層:の魚に地面が傾いて，断唐の東側に岡島の西方迄一面に満々と水を湛えてい・先 J

江原の道路を断唐古ヨ横切うてい予所は路面が盛上って坂になり幅 4δm程の問多数の地割れが這入

っていた。その坂の傾斜の著しい所は4度の傾斜であったが，其の部に接して北側の小祉の石段や

左右の石:燈籍もやはり東へ4度傾いていた。、此等の燈簡は傾いただけで倒れてはいなかった。之は
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断唐による地面の隆起が緩やかに生じた事を示すものと思われる。此の祉の裏手の農家の畑の井戸，

は上部に素焼の枠がはめてあィ-:''jとが井戸穴と共に橋間形に費形じていた。穴の中間部は長軸が 62

cm短軸が 58cmとなり，素焼枠の主面は長軸 11cm，短軸 68cmの精国形となり，長軸の方向

は執れも N4O、Wー 'S400Eであった。此謹で断居の走向が北北西か。ら北西へと)1演女に護っていた
が，此の井戸は主とLて星雲力によって歪んだ、のではないかと思う。

江原の北方の安藤川は断麿の西側部ち下流側が・1.2m程隆起した魚に水が庚範園に畑え浸水して

いた。従って川下え 150m程川底を深くして水が流れるようにしてあσた。矢作古川の堤防を断麿

が通過する所では堤が 100m程の間盛上り，堤防に接した南側の畑地では断唐の東側の地面が傾い

て水を湛免ていた。

矢作古川を越した北では断}菅は不鮮明となり，志議谷に沿いては畑地に水を湛えているので僅に

地面が傾斜じた事を知るのみであるが，家屋の被害は多かった。志貴野も家屋の被害が相営:にあっ

て断j菅の通過を思わせるが，矢作川の堤防に著しい亀裂が見られた。

結局以上の断居は西南から東北べ向う墜カによって生じた逆断麿及びそれに附随した水平移動に

よるものと考えられる。

4. 断層と被害，

形原町ほ花商岩上の地盤の良い所であるので東南海地震の際は海岸の低地や埋立地を除いては被

害がなかった。今回は震源地の一部医嘗たり断唐を生じた魚に著しい被害を生じたのである。第 l

固に被害の著しかった場所を斜線を入れて示してあるが，断唐上或は其の西側の地盤の隆起した部

に首っているO 断唐り東側の比較的不動であったと思われる地盤上の家屋の被害は著しく軽微であ

った。

一般に断唐を境として相封的に隆起した側の被害に比して他の側の被害は著じく軽少である事が一

気付かれた。幸田村におiいても形原断唐の南側の豊坂村逆JIIから一瀬に掛け'ては倒潰家崖を生じた

に封じて北側の桐山では被害軽微で墓石の倒れたものも見嘗らなかった。 動

形原町の断唐上の家屋、は全潰したものもあるが宇潰或は破損の程度で残っているものも相蛍にあ

った。断唐上では断麿が突然方向を費えた前野と烏田，荒木に長ける被害が最も顕著であった。此

の濯の断唐はモール・トラック欣に隆起しているが，その傾面上の家塵は 10度程度傾斜Lた偉立‘

っているものが可成りあった。第3園は道路の北側にある小屋が傾いた偉立っているのを示してい、 J

るが，道路を隔てて南側のCに[古J¥D合った家は9度東え傾'0ていたがb陀向い合った家は倒潰して

いた。第4固に示した場所の直ぐ南に林光寺があるが，其慮の墓地は断j菅上に首った矯に多くの墓

ノ石は傾斜し 8度程傾いているものもあったが倒れているものは少なかFった。

以上の事からモ{ル・トラック欣の断唐の形成は比較的緩やかであったのではないかと思われる。
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昭和20年 1月13日の三河地震について

此の事は前記の江原の断唐上のiJ、祉の記事からも了解される。¥

5'. 海岸の隆起と沈下

回滞の海岸は」帯に 1m程度隆起した事ば西浦港，赤演港，明柄港，陪港，稲生港等で明に見ら

れるO 稲生港には検潮儀があって地震前後の潮位が立沃に記録されているが，夫れに止ると地震と

共に地盤が 1m程隆起した事が明かである。

西浦港から西え西幡豆に至る海岸は一帯に隆起しているが，隆起量は西に行くに従うて減少し西

幡豆では殆んど認められなかοた。洲崎の護岸では土地の者の話によると地盤が 1m程上昇したら

しい。第 5 固に弘前b 等で示した地史~K沿いて海岸の岩に付着している同種類の貝の海面上の高さ

を比較すると洲崎附近 (a，めでは~1 m，東lt冨豆の川の右岸 (C)で:は 75cm，西幡豆の東方の岬

くd，めにjないては.70cm隆起したと思われる0，
¥ 

西幡豆の港及び西幡豆の西南方の崎山の港では地盤の鐙化は認められなかった。吉田に至ると地

盤は逆に沈下したらしい。矢作古川の川口の右岸の千間に長ける検潮儀ゐ記録によると地震と共に

急:に水位が 47cm上昇しているO 従つで夫れだ、け地盤が沈下したのであるが軟弱な地盤の所である

から，地盤の局部的沈下もあったかも知れない。

6. 津'波
， 
p 

蒲郡町の岩壁では 1m程の津波が襲来し岸壁の上迄水が来たo現場にいた人夫頭の話では津波は

1回であって衣第に潮が高まクで来たとの事もあるO 盤津村の盤田の周園の高さ 1.5mの堤の東北ー

の一隅は東南海地震の際にl'm 程沈下したが，今回の津波で其蕗が幅 10m 程決潰~で海水が浸入

した。津波の高さは約 60cm程度であった&思われる。

西浦町では地震後海水が引いたので津波が来ると思って逃げたが，僅に潮が寄せて来た7芝、けであ

った。

次に各地の検潮儀に記録された津波について述べるo(第6園参照う

西浦町手話、生港 13日3時40分から 5分間に水位が 1m下降した。'ヲえいで丑8cm上昇し 10:-20

分の周期の振動を繰返し 8時40分頃迄穣いた。最大振幅の波は4回目であって全振幅 δOcmであ

った。最初の水位の下降は地震後約5分間内に地盤が1m隆起した事によるのである。

豊橋(舶町。豊川の川口011'3.日 3時 36分頃に地震の魚.に振動した跡がある。 4時.23分頃水位

が 22.5cm上昇しで津波の到達した事を示している。従って津波は地震後 47分して押し波で始ま

った事となる。其後周期 15"-28分程度の振動を繰返して 8時40分頃迄綾いた。

大崎〈豊橋。渥美i警に面す。)，津波は 13日4時 16分頃に δOcmの押じ波で始まって 11時頃迄

縫いているO 印ち地震後約37分しで津波が到達している。振幅は最初のa波が最大であって，各地の

周期は 10~30 分程度であるO

ヘ¥¥
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千間(矢作古川の)11口右岸) 地震と共

に 47cm念VW水位が上昇し〉次いで 20分"

21-11$ 聞に向 δOcm上昇して 2回程振動してい

る。 波の周期は 30分より少し長いよう

である。 波の最大全振幅は 62cmもあ

るO 地震と共に地盤が 47cm沈下して，

Zえいで津波が拘し波で始まった事を示し

ているo桧潮儀の記録昭幾つ去の前震，

を余震の跡があるO 前震とじては 11日 10

時 43分"13時 36分， 14時 57分， 23時

δδヲ?であり，飴震では 13日7時 24分，

14時 36分 18時 δ8分 14日11時35

分， 21時 10分， 15日2時 25分等である。

武豊ぐ知多牛島東岸) 津波は 10cm足

噌ら守、の押し波で始まったようであるO

。 師崎(知多牛島南端) 13日3時 40分、

に 28cmの押し波で始、まわ第 2回目が

最大で全振幅は 40cm程度であるO 波の周期は長く 30---40分程であるO

稲田前新・田(1伊勢海北岸) 津波の跡は認められない。

以上述べた通り地震と共に西浦は 1m隆起し千間は 47cm沈下した事になるが，津波としては何

庭も押し波で始まっているーと.見られるO 最大波動の全振幅は西浦 (δOcm)，胎町 (33cm)，大崎

(50cm)，千間 (62cm)，武豊 (lOcrr:0，師崎 (40cm)であるO、

7. 地盤と被害

東南海地震の時の緩やかな大揺れに封して，今回の地震の地動は遂に急:激な振動であった魚に山

地友び沖積)膏の薄い比較的地盤のよい所が前回の地震に比較して被害が大きかったようである。

W 此事は第1， 2表に示した幡豆郡の各町村の雨回の地震による被害表を比較しでも知れる。全潰

家屋についてみると今回の方が郡金悼としては1.8イ喜多かったのであるが，各町村別に比較してみ

ると山地或は山地寄りの室場，豊坂，三和，幡豆等では千均とr.;て今回の被害が前回の被害の 12俗

であるo夫れに封し沖積居の特に厚いと思われる戸地，吉田.一色では結果は逆に亙って今回は前

回の 7害!l程の全潰家屋を生じたに過ぎ・ない。

今回の振動が東南海地震の際より急7i款であった事は死者の数に封ずる全潰家屋敷からも知れるO

、、 -54ー / 
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昭和初年1月間目白三河地震に.ついて、

今回は幡豆郡金韓として

は全潰住家 2.86軒に封

し1名の死者を出Lたの-
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ならない。

よる事を注意じなければ

結局地震に輩まする地盤

の良否は地動の緩念にも

三河地震幡豆郡被害扶況‘

全 4貴‘ 宇 潰
死者 重傷者 軽傷者

西尾町 750 1070 1870 2068 85 265 

平坂町 220 253 207 355 15 ぢ2 130 

寺津町 130 110 650 350 57 30 85. 

一色町 256 351-1/ 768 364 77 34 205 

吉田町 248 44 578 38 .95 77 212 

-幡豆町 2 15 20 2 O 10 2 

横須賀村 700 376 667 212 255 110¥ 420 

415 
， 

280 稿地・村 188 160 226 76 98 
一ー

三和村 i 392 146 350 210 195 82 193 

豊坂村 15 12 100 80 7 8 I~ 7 

室場村 77 49 102 93 18 13 25 
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東南海地震幡豆郡被害獣況第 2表
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初動の押し引きは場所によっては決定し難いようであったが金淳氏の調査によると所謂国錐型で

あったようである。関東大地震の時の初動分布も園錐型であったと思われるが，

居が見られなかったが，今回は著しい逆断唐が現出し売。従って国錐型の初動分布を生じる地震は

逆断唐或は地盈の形成に伴うものではないかと考えられる。
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その時は著しい断
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